
２０２５年７月２８日

イオンタウン株式会社

名 古 屋 工 業 大 学

「イオンタウン×名工大」共同研究 若宮高架下を初活用し、エリアの回遊性を目指す社会実験

８月２日（土） 「ツルマイ・チクサ ミズマツリ」を開催

 イオンタウン株式会社（本社：千葉県千葉市、代表取締役社長：加藤 久誠、以下：イオンタウン）

と名古屋工業大学（愛知県名古屋市、学長：小畑誠、以下：名工大）は、「鶴舞・千種エリアマネジ

メント協議会（以下：当協議会）」の一員として、愛知県名古屋市のショッピングセンター「イオンタ

ウン千種（以下：当ＳＣ）」を会場の一部とし、「ツルマイ・チクサ ミズマツリ」を開催いたします。

 当協議会は、２０２２年に国立大学法人名古屋工業大学と地元企業とともに立ち上げた「鶴舞・千

種エリアマネジメント勉強会」を前身とし、２０２３年４月より名古屋市の地域まちづくり活動団体

として地域の魅力を活用したエリアマネジメントを行うことで、住みよいまちづくりの実現に向けた

活動を進めています。

今回は「鶴舞・千種の夏は、冷たいミズと。」をテーマに、昨年に引き続き３度目となる「ツル

マイ・チクサ ミズマツリ」を開催いたします。今年は鶴舞・千種エリアの一体化を図るため、新

たに若宮高架下を会場とし、エリア内の回遊性を高める人流創出を目的とした歩行者天国の社会実

験を行います。当日は、縁日や千石学区の盆踊りなどを通じてまちの場所、コンテンツ、人が繋が

ることで、会場一帯にまちの魅力を広げ、にぎわいを創出してまいります。

 今後もイオンタウンと名工大は連携し、行政や地域の皆さまとともに、地域コミュニティの活性

化に貢献してまいります。

記

１．開 催 日 時：２０２５年８月２日（土）１１：００～２１：００

          ※雨天時は８月３日（日）に縮小実施

２．場 所：イオンタウン千種周辺、若宮高架下、周辺道路

３．主 催：鶴舞・千種エリアマネジメント協議会

４．監修・運営支援：名古屋工業大学 伊藤孝紀研究室

５．助 成：名古屋都市センター

６．主な開催内容：若宮高架下：自動車図書館、音楽ステージ、キッチンカー、自衛隊ブース

イオンタウン千種周辺：地域レストラン、ミズびたし縁日、千石学区盆踊り、

ミズ鉄砲ゲーム、千種消防署ブース、千種警察署ブース

以上

イオンタウンでは、２０３０年までに取り組むべき地球規模の

１７の目標“ＳＤＧｓ”に向けて、全社を挙げて取り組んで

います。今回の取り組みが該当する開発目標は、右図の通りです。



イベント開催概要





ご参考

●「鶴舞・千種エリアマネジメント協議会」ビジョン

イオンタウン千種などの商業施設が集まる千種アーススクエアを中心に、コミュニティの中心となる

鶴舞公園や多くの住宅街が占める鶴舞・千種エリア。今年は鶴舞・千種を一体的に繋ぎ、“歩いて楽し

いまち”を目指しビジョンをブラッシュアップ。若宮大通の高架下を活用することで、あまり使われ

ていない公共空間に対する多様な活用の可能性を検討すると共に、鶴舞エリア（ＳＴＡＴＩＯＮ Ａ

ｉ）までの連携拡大を目指します。

●２０２５年度の当協議会活動

・「ＣＡＮ ＭＡＫＥ！」

７月２１日（月・祝）、千石コミュニティセンターで、地域の子どもたちとミズマツリの会場を彩る装

飾を製作するワークショップを開催しました。参加者は、持ち寄った布やミズマツリをイメージした

色の布に絵を描いたり、シルクスクリーンでプリントしたりしました。これらの装飾は、ミズマツリ

当日にガーランドや日よけのタープとして使われるほか、後日他のイベントでも活用されることで、

エリアの一体感を育むデザインとなっています。

・「ＣＡＮ ＲＵＮ！」

７月５日（土）より、毎月第一土曜日に定期開催しているランニングイベントです。かつてビール工

場があり水との縁が深いという鶴舞・千種エリアの歴史にちなみ、協議会メンバーが中心となってエ

リア内に植えたホップを巡って水やりをしながらランニングし、最後は参加者が乾杯することで交流

を深めます。まちの歴史や魅力を体感しながら、気軽に運動できる機会を創出しています。

※８月第一土曜日の８月２日（土）はミズマツリ実施により中止となります。

・エリアマネジメントのＰＲ活動

今秋に予定されている当ＳＣのリニューアルオープンに合わせて、当協議会の活動を広く知っていた

だくためのＰＲ活動を実施予定です。


